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平成26年度千葉大学看護学部公開講座
「災害における看護のはたらき」（一般市民向け講座）
身近な暮らしから世界に広がる看護学の貢献～災害における看護のはたらき～
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要　旨
　千葉大学は，高知県立大学，兵庫県立大学，東京医科歯科大学，日本赤十字看護大学と共同で，平
成24年度博士課程教育リーディングプログラムへの申請を行い，国公私立５大学共同教育課程「災害
看護グローバルリーダー養成プログラム」が採択された．これを受け，千葉大学大学院看護学研究科
に，平成26年４月より，共同教育課程共同災害看護学専攻を設置した．日本のみならず世界で生じて
いる災害に関する多くの課題に的確に対応し，学際的・国際的指導力を発揮し，人々の健康社会構築
と安全・安心・自立に寄与する「災害看護グローバルリーダー」の養成に取り組むためには，看護職，
介護職，そのほか医療・介護従事者との協働は欠かせない．同時に，災害復興における看護職の活動
を多くの人たちに知ってもらい，関心を持ってもらうことも必要である．
　そこで，今年度の千葉大学看護学部公開講座は，一般市民向け講座として，これからの進路を考え
ている高校生やその保護者の方を対象に，災害復興における看護学の貢献について企画をたてた．特
に，身近な暮らしから国際活動までも視野にいれた看護の可能性を考えるための具体的な活動を提示
した．  
　本論考は，その概要および結果について報告する．
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Ⅰ．公開講座の趣旨
　千葉大学は，高知県立大学，兵庫県立大学，東
京医科歯科大学，日本赤十字看護大学と共同で，
平成24年度博士課程教育リーディングプログラム
への申請を行い，国公私立５大学共同教育課程
「災害看護グローバルリーダー養成プログラム」
が採択された．これを受け，千葉大学大学院看護
学研究科に，平成26年４月より，共同教育課程共
同災害看護学専攻を設置した．日本のみならず世
界で生じている災害に関する多くの課題に的確に
対応し，学際的・国際的指導力を発揮し，人々の
健康社会構築と安全・安心・自立に寄与する「災
害看護グローバルリーダー」の養成に取り組むた
めには，看護職，介護職，そのほか医療・介護従
事者との協働は欠かせない．同時に，災害復興に
おける看護職の活動を多くの人たちに知ってもら
い，関心を持ってもらうことも必要である．
　そこで，今年度の千葉大学看護学部公開講座は，
一般市民向け講座として，これからの進路を考え
ている高校生やその保護者の方を対象に，災害復
興における看護学の貢献について企画を立てた．
本論考は，その概要および結果について報告する．
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Ⅱ．公開講座の実施
　平成26年度の公開講座は，平成26年10月26日
（日）に，千葉大学看護学部内で開催された．公
開講座に向けた広報は，看護学部ホームページに
情報掲載すると同時に，チラシを県内外の高校や
医療機関へ送付し広報した．当日は，午前10時か
ら11時30分まで講座を実施し，参加者は高校生や
その保護者を含む44名であった．
　講義内容は以下の通りである．
Ⅲ．講座の内容
１．東日本大震災における避難所での支援活動
 時田礼子
 （看護学研究科地域看護学教育研究分野）
　平成23年３月11日に起きた東日本大震災におい
て，千葉大学大学院看護学研究科では，３月14日
に研究科内に派遣本部を設置し，３月16～22日の
間，被害の甚大であった隣県に，看護師・保健師
の資格を持つ教員合計７名を二期にわたり派遣し
た１）．筆者は，３月19～22日の４日間，第２班の
派遣者として避難所にて支援を行った．
　本講座では，その支援の実際を伝えるだけでは
なく，「なぜ，それが看護なのか？」という看護
の視点も伝え，受講者に「看護の魅力」や「看護
の可能性」についてイメージが広がることを意図
した．以下，講義内容の概略を述べる．
１）災害派遣時の活動内容（第２班の派遣時）
　平成23年３月19～22日に，避難所となっている
某中学校体育館にて，毎日午前10時～午後10時ま
で避難者の支援を行った．
２）なぜ，それが看護なのか？
　筆者が実際に行った支援の【ある具体的な支援
内容】を「①対象」「②実施したこと」「③意図」
「④配慮したこと」「⑤効果（成果）」の観点から
分析し，なぜその行為が看護なのかということを
説明した．【ある具体的な支援内容】として，６
つの場面を取り上げた．以下，特徴的な２つの場
面を取り上げる．（１）【血圧測定】「①市職員…
不休で働いており，疲労もピークに達しているこ
とが考えられた」，「②血圧測定をきっかけに，話
をうかがった」，「③血圧を測定することで，高血
圧を早期発見する．自己の健康管理に役立てる．
職員の方の健康状態を気にかけていることを伝え
る」，「④職務の邪魔にならないようにした（救護
室に立ち寄った機会，消灯後の避難所が落ち着い
た時間帯を利用した）．血圧計を持って，職員の
所へ出向いた」，「⑤実際に，血圧が高い人，血圧
の薬を飲んでいる人，睡眠不足の人が多かった．
自分の健康管理は後回しにして，住民の支援に取
り組んでいる様子が伺われた．よって，派遣が終
わった後も，自身の健康管理に役立ててもらうこ
とを意図して，血圧測定コーナーを設置した」． 
（２）【ラジオ体操の実施】「①避難者全員」，「②
ラジオ体操の実施」，「③生活不活発病の予防．生
活リズムを作り，それを継続する」，「④仮に参加
しなくても，ラジオ体操の時間であることを意識
できるように，大声で呼び掛けた．個別に声をか
けて参加を促した．雰囲気を作るべく，ボラン
ティアの方々には，特に元気に，そして楽しそう
に体操をしてもらった」，「⑤規則正しい生活リズ
ムで生活する人が，それを継続できた．初日は見
学のみだった方も，徐々に参加するようになった．
２日目には車いすの男性が参加，３日目には普段
座ったままの高齢女性が立位にて参加，４日目に
は杖歩行の方が立位にて参加，と参加者が拡大し
ていった」．
３）まとめ 
　まとめとして，看護とは何かということを４つ
の観点で述べた．（１）看護行為は，対象が存在
し，意図を持った行為である．（２）看護の対象
は，個人だけでなく，家族，集団，地域へと広が
りがある．（３）看護とは，対象が持つ力を発揮
できるような環境を整えることである．（４）今
だけではなく，将来を見据えて，支援を行うこと
が大切である．
４）所感 
　当日は，看護に関心を持っている高校生と保護
者が，全国から参加されていた．本講座を通して，
看護への関心を深めるきっかけを提供できたので
はないかと考える．
２．人々の生活を見つめる調査研究～スマトラ沖
地震津波後のスリランカでの活動～ 
 駒形朋子
 （共同災害看護学専攻）
　海外，特に開発途上国での看護は，日本で行わ
れるものとまったく別のように考えている方も多
いかもしれない．また同様に，災害時の看護も，
日常とは異なる特別なものと思われがちである．
しかし，「人々が健やかな日常生活を送れるよう
支援する」という看護の原則はどこでも，どのよ
うな場合でも同じである．ただ，状況や対象者の
属する社会が異なれば，ニーズも異なり，看護行
為も当然異なるものとなる．災害時の看護，特に
海外での活動の場合は，対象となる人々の状況，
属する地域・社会での文化や習慣などを十分に理
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解し，病院での看護や日本での看護とは異なると
しても，その時，その場所でのニーズに合った看
護を提供することが非常に重要であると言える． 
　今回は，2004年12月26日に発生したスマトラ沖
地震津波後のスリランカにおいて，感染症対策の
調査を実施した際の事例を用いてお話ししたい． 
　2004年12月26日午前７時58分，インドネシア西
部のスマトラ島沖で発生したM9.0の地震と津波
は，インド洋全体；タイやインド，スリランカ，
遠くはケニアまで様々な被害を及ぼした．インド
洋に浮かぶ島国スリランカの南部から東部には，
地震の翌日の12月27日午前９時頃津波が到達し，
約３万人が死亡，約２万３千人が負傷し，約55万
人が家を失う大きな被害が出た．スリランカを含
め，被害を受けたのは熱帯地域の国々だったため，
世界保健機関（WHO）は2005年１月５日，「緊
急に適切な対応が行われなければ，感染症により
あと15万人が死亡するだろう」と世界に向け緊急
アピールを発出した．それを受け，被災地で感染
症が実際に発生・流行しているのか，また今後ど
のような感染症の発生・流行リスクがあるのかを
調査したのが今回の事例である．2005年１月，３
月に，被災地の13避難所で859世帯（3,533名）を
対象に調査を行った結果，全体の死亡率は12.9％
であり，死亡のほとんどは津波当日のもので避難
後の感染症によるものはなかった．また男性より
女性が，屋外より屋内にいたことが死亡に有意に
関連していたことが明らかになった．
　災害の直後の緊急人道・医療援助は，しばしば
報道されよく知られている．しかしそれ以外にも，
住み慣れた場所や家族，友人を失い，突然異なる
環境での生活を余儀なくされた人々には，健康を
損なう様々なリスクがある．人々の健康を守り，
健やかな日常生活を取り戻す支援をするためには，
混乱の中でも科学的な調査，分析を行い，状況を
明らかにしたうえで対策を考える必要がある．今
回の事例の場合，大規模な感染症流行の警告が出
されたが，その要因のひとつは住居を失った多く
の人々が物資や食料，衛生状態の不十分な中，避
難所で集団生活をすることであった．このため避
難所に避難した人々を対象とし，家族の健康状態
を始め，誰が，どのような状況で，どのぐらいの
期間ここに居住しているのか等を確認することに
より，避難住民の間では感染症の流行はなかった
ことを明らかにした．もしここで流行が確認され
れば，例えば患者の医療へのアクセス支援，食料
や水の適切な確保と分配，快適で安全な生活環境
づくりなどの看護介入につなげることができる．
疫学調査は一見看護とは縁が薄いように思われが
ちだが，効果的な看護実践のための根拠を得るに
は非常に有用である．また被災，避難生活で疲弊
した人々に配慮し，負担をかけない方法を検討し
ながら人々に寄り添い話を聞くことができるのは，
看護職であろう．
　被災直後の混乱を切り抜けても，復興までの道
のりは長い．人々の暮らしに焦点を当て，災害前
とはどこが異なり，それがどのような影響を及ぼ
すのか，また健康を損ねるリスクの存在を調査し，
どこにどのような支援が必要かを明らかにするこ
とも数ある看護のはたらきの重要な一側面である．
Ⅳ．アンケート結果
　参加者44名中44名から回答があった（回収率
100％）．情報入手経路（複数回答）は，「高等学
校」が20名と最も多く，次に「看護学部ホーム
ページ」13名であった．受講の決め手（複数回
答）は，「テーマ（内容）」が35名と最も多く，次
に「開催日・時間帯」（17名），「場所」（16名）で
あった．参加者の年代は「10代」が26名（59％）
と最も多かった．参加者の居住地域は「千葉県
外」が25名と最も多く，九州や東北からの参加者
もいた．公開講座の満足度（４段階評価）では，
「満足」31名（70％）であり，おおむね参加者の
期待に応えることができていた．
　自由記載では，「看護をめざす娘とともに災害
時における看護の大切さを改めて考えた」「世界
で活躍できる看護師になりたい」「病院以外で働
く看護職について学ぶことができた．看護として
の心得を改めて知ることが出来た」等の感想が
あった．また，今後希望するテーマとして，小児
看護に関すること，救急看護に関すること，看護
体験講座等の意見があった．
　本講座を通して，参加者は看護への関心や興味
を高める機会になっていたと考えられる．今後も，
より参加者の希望に沿った内容を検討しつつ看護
学部の役割を果たしていけるような企画，運営に
なるよう工夫していきたい．
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